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開催日時 令和５年７月16日(日) 8：00～18：00

＜ペンギンマッチ＞  21点先取、１セットマッチ、デュースなし 。

（ 希望されたチーム同士による親善試合。12名以上のチームに限る）

場　   所 磯上体育館（競技場・多目的室）

　７：４０　監督会議 　正面玄関前

　７：４５　設　　営 　各チーム３名ずつ

　 　 〃  　   開　　場 　選手・保護者

　８：３０　開 会 式 　全チーム競技場にて整列

１７：００　閉 会 式

第13回 KOBEマリンカップ開催要項
大会趣旨 神戸市で活動する小学生のバレーボールチームの活性化を目的とし、子どもたちの

健全な成長の機会を作り、指導者間の情報交換と指導力の向上を目指す。

参加チームは、交流を目的とする大会であることをよく理解し、相互親善を図る。

　　　　　〃

１８：００　完全撤収

競技方法 ＜予　選＞  21点先取、２セットマッチ、デュースなし 。

　セ ッ ト 間  ２分（１分半で笛）

 勝敗… ➀得セット数 ②得失点差 ③得失点率 ④選手３名によるジャンケン

＜決　勝＞  21点先取、３セットマッチ、３セット目は15点。デュースなし 。

　　※競技方法は、当日の進行状況によって変更有り。

　合 同 練 習  消毒後、審判の合図で５分

　公 式 練 習  初戦のみ３分、２試合目以降なし

　タ イ ム ア ウ ト １セットにつき２回（ １回３０秒）

　テクニカルタイムアウト  なし

　コートチェンジ  なし

　試  合  間  消毒ができ次第（５分以内）

　選手登録人数  上限なし

　笛  電子ホイッスルを使用

　試  合  球  ミカサ（両チームから１個ずつ）

　アイエフ  マリンカップ用簡易版を使用

　　　　その他、2023年度日本小学生バレーボール協会６人制競技規則に準ずる。

・多目的室は飲食できません。昼食は１階ロビーもしくはテラスにて。

・貴重品は各自で管理すること。

その他 ・外靴は靴袋に入れて各自の待機場所にて保管（傘も同様）

男子のルール コート内の男子の人数制限やプレイの規制なし、女子と同様とする。

参加チーム ８チーム。（山の手、伊川、菅の台、もとみな、なぎさ、三田、八木、藤河）

参加費 １チーム 3,000円（当日）

ケガの対応 各チーム救急セット持参。スポーツ保険などで対応する。

※大会運営側及び会場は一切の責任を負いません。

駐車場 近隣のパーキングを利用。

監督会議にて

・抽 選

・選手登録票 の提出

・参加費 の徴収

・お弁当代 の徴収
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⑮ 試合前後の握手は一礼で代替する。

第13回 KOBEマリンカップ

選手はユニフォーム又はチームTシャツを着用、指導者は「監・C・M」バッチを付ける。

試合後、対戦チームと審判チームでボール・フラッグ・審判台・記録席・得点板を消毒。

競技場では水分補給のみ。昼食は１階ロビーもしくは１階ウッドデッキで食べること。

１階の多目的室は飲食禁止。 荷物置き場・待機場所として譲り合って利用すること。

（消毒セットは山の手スタッフが記録席に準備しておく）

参加者のマスク着用は各自の自己判断に委ねる（選手・指導者・保護者）

消毒作業の軽減と時間短縮のためコートチェンジは行いません。

電子ホイッスルを使用する。

ウッドデッキ前の広場は立ち入らない。

ゴミは、ビニール袋に入れて密封し各自で持ち帰る。

競技場以外は全て、ボールの使用は禁止。

チーム監督は「選手登録票」を大会当日の朝、山の手JVC庄野へ提出。

保護者はチーム名を記載したネームホルダー(首から下げるもの)を付けること。

競技場での応援は指定された壁際にて。

撮影は観覧場所にて。（三脚を設置する場合はその場を離れることのないように）

参加されるみなさんへ

大会参加者は、健康状態をチェックし体調が万全であること。

（※37度以上の発熱、咳やくしゃみ、倦怠感や息苦しさ等の症状がある場合は参加を控える）

参加人数の制限はありません。
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参加にあたって

競技について

観覧等について

磯上体育館は…

玄関で外靴を脱ぐ。

館内は全て上靴 です。

靴箱・傘立ては、一般

の利用者さま用なので

使用しないように。
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